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１、はじめに

本資料のご利用にあたりましては、弊社ホームページ上に掲載の利用規約をご覧の上、本資料に記

載されている安全確保の指示を遵守して作業にあたってください。

この説明書は、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ株式会社が、当社の設計基準に基づいて昇降機の

専門技術者を対象に作成しています。

安全を確保するために、本説明書を熟読してください。検査に当たっては、実機と本書に記載されて

いる写真や挿入図を確認して実施下さい。

本書に記載の諸作業の実施については、専門技術者（用語の定義を参照）を対象としているので、

必要な安全処置については実施されていることを前提としています。

２．警告表示及び諸注意

警告表示マークの定義

次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明

しています。
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次の表示区分は、本文中の追加説明として記載しております。

３．昇降機専門技術者へのお願い

専門技術者とは昇降機の保守・点検を専門に行う技術者で、本書では昇降機検査資格者、または

昇降機に関し専門の教育、研修を受けた技術者を想定しています。

４．検査用具（治具・工具）

名 称 用途 PART NUMBER 外 観

隙間ゲージ ブレーキパッド

厚さ測定用

JIS B 7524

相当品
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５．検査手順

測定作業は、下記に留意して行って下さい。

５－１－１測定方法（ｼﾝｸﾞﾙﾌﾞﾚｰｷ)

隙間ゲージでの測定方法 隙間寸法A
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５－１－２測定方法（2重ﾌﾞﾚｰｷ)

隙間ゲージでの測定方法

６．判定基準

ディスクブレーキのみ

機種
ﾌﾞﾚｰｷ

種類
要重点点検 要是正

中低層

エレベーター

ｼﾝｸﾞﾙ

ディスクブレーキ停止時の

隙間寸法Ａが0.35mm以上
ディスクブレーキ停止時の
隙間寸法Ａが0.40mm以上

2重

ディスクブレーキ停止時の

隙間寸法Ａが0.75mm以上
ディスクブレーキ停止時の
隙間寸法Ａが0.80mm以上

ホーム

エレベーター

小型

エレベーター

ｼﾝｸﾞﾙ

ディスクブレーキ停止時の

隙間寸法Ａが0.35mm以上
ディスクブレーキ停止時の
隙間寸法Ａが0.40mm以上

2重

ディスクブレーキ停止時の

隙間寸法Ａが0.40mm以上
ディスクブレーキ停止時の
隙間寸法Ａが0.45mm以上

隙間寸法A 隙間寸法A
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７．要是正寸法

型式
ﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾞﾚｰｷ
巻上機外観

要是正

（ｍｍ）

中低層

ｼﾝｸﾞﾙ ０．４０mm

2重 ０．８０mm

ホーム

小型

ｼﾝｸﾞﾙ ０．４０mm

2重 ０．４５mm


